海外臨床実習報告 by 井上 哲
初めに
私は本年度の選択制臨床実習にて、海外実習を選択し、マ
レーシアにある UiTM（Universiti Teknologi Mara）での実
習を１ヶ月間行って参りましたので，それについて報告させ
て頂きます。
目的
私が今回臨床実習でマレーシアを選択したのは主に以下の
ような理由によるものです。
１つ目として，将来私が海外で医療に従事することになるかは分かりませんが，今の日本の医療について
客観的に考えるために，他国の医療を学びたいと思ったこと。日本の医療制度との違いのみならず，医学教
育の違いについても学ぶことが出来ました。２つ目として，英語の実践がしたかったと思ったこと。医学英
語や日常英語についてもある程度独学で学んできましたが，英語漬けの生活をすることで，少しでも上達が
見込めたら良いな，と思っていました。３つ目としては，全く異なる文化的背景を有する友達を作りたい，
と思ったこと。歴史的背景も日本とは大分異なりますし，宗教的にも英語を共通語とする稀なイスラム国家
であるという特徴があります。
準備
今回の留学に当たって準備したことは結構ありますが，海外に行くための準備と現地で実習を受けるため
の準備の二つに分けて，記述していきたいと思います。
海外（東南アジア）に行くための準備として，各種予防接種（私は A 型肝炎ワクチンだけ接種しました）
や航空券の予約，海外旅行保険の契約などがありました。特に航空券はどうしても実習期間が GW という
ハイシーズンと重なるため，予約の際にもそれを考えて，少し早めに取得することが良いと思います。我々
は今回３月初旬に予約しました。
現地で実習をするための準備としては，UiTM の受け入れて下さった教授（Prof. Nasimul）や事務の方と
の連絡や，医学英語の勉強などがありました。現地の方々との連絡は主に飯泉君が担当して下さったので
（本当に感謝しています），私がやったのは主に個人個人で記入しなければならない書類の作成と，みんなで
決めることについて，話し合いをすることでした。医学英語の勉強には１００case という本を教科書として利
用しました。現地で会話をする際に，簡単な医学英語が分からな
いと大変苦労するので，是非何かしらこの手の勉強はしていった
方がいいと思いました。今回我々は年明けぐらいから勉強会を始
めたのですが，実習開始に間に合わせることが出来ませんでし
た。５年生の皆さんは実習大変かもしれませんがもっと余裕を
持って是非勉強会をしていって下さい。
実習先について
マレーシアはマレー半島南部の半島部とボルネオ島北部の島部
を主な国土とする人口３０００万人程度の国です。人種はマレー系，
中華系，インド系から主に構成されています。共通言語はマレー
語ですが，イギリス連邦の加盟国であり，英語を理解する方もか
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なり多いです。国教としてイスラム教が指定されています
が，仏教徒，ヒンズー教徒，キリスト教徒もかなりいます。
多民族国家であり，文化的にはそれらの融合した独特のマ
レーシア文化がある一方で，民族間の相違も目立つことがあ
るようでした。
今回留学させて頂いたマラ工科大学は，人口の過半を占め
るにも関わらず経済的には恵まれない状況にある，マレー系
の子息に対する大学で，学生は全員マレー系で構成されてい
ます。ただし，学生数は１２万人以上，学部数２５，キャンパス
数は１７という極めて規模の大きい大学（世界 Top５０に入る
程）です。医学部だけのキャンパスも二つあり，今回我々はそのうちの一つ，Selayang Campus の学生寮
の一室をステイ先として利用させて頂きました。医学部は５年制で，臨床実習と臨床講義を合わせて３～５
年生の３年間学ぶそうです。今回参加させて頂いた２つの科目はいずれも４年生の実習科目だということで
した。学生達は臨床実習の学年は極めて忙しく，１年間に１週間の休みが４回あるだけだそうです。
実習内容
現地での４週間の実習を，我々は前半２週間の Primary
Care Medicine と後半２週間の Infectious Disease に分けて
実習しました。今年の UiTM 実習は３人でしたが，３人と
も同じ科を回りました。
・PCM
第１週，月曜日に担当の Supervisor（Dr.Ng Kein Kait）
のところに伺って告げられたのは，この週は実習週ではな
く，試験週であるということでした！結果として，思いもよ
らず現地医学生の試験風景を見学することになりました。
PCM の試験はターミナルケアについての学生発表と模擬患
者を相手にした OSCE からなっており，特に OSCE では学
生のレベルの違いを実感しました…。学生のモチベーションも基本的に高く，それでもしっかりと余暇も楽
しむ彼らは本当にすごいと思いました。
第２週は，新たに PCM を回ってきた学生達と講義や実習を経験しました。実習では地域の診療所
（KKTE; Klinik Kesihatan Taman Ehsan）の様々な場所に小グループに分かれて散るというスタイルでし
た（一つの実習班は３６名もの大所帯）。病院薬剤部で処方箋に沿った薬を選ぶ実習が非常に記憶に残ってい
ます。英語の手書きで特徴的な筆跡は本当に読みにくかった…。
・ID
感染症内科はもう一つの医学部キャンパス（Sugai
Buloh）にほぼ隣接する病院が，マレーシアでも有数の感染
症の指定病院であり，そちらで実習をさせて頂きました。そ
の病院は，かつてらい病の隔離病棟として用いられた離れの
病棟も有していました。現在その病棟は AIDS の慢性期患者
の病棟として利用されていました。母屋の病棟にも AIDS 病
棟と一般病棟がありました。こちらの AIDS 病棟は主に急性
に患者さんが入院するための病棟で，入院時の患者さんの平
均 CD４は２桁／µl だそうです。一般病棟の方は主にデング
熱を中心とする急性熱性感染症の患者さんが入院されていま
した。我々が感染症内科で実習している間，現地医学生たち
で一緒に回る学生はいないということで，それらの病棟や外来を比較的自由に見学させて頂くことが出来ま
した。
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・診療所見学
実習のない土曜日に山城先生の紹介で現地の Private Hospital で診療に当たっておられる江頭先生とお会
いして，お話をする機会を頂けました。国内での診療経験も豊富な先生とお話しすることで，日本との違い
について，かなりいろいろ伺うことが出来ました。UiTM の実習後に，タイのバンコクで規模の大きな私立
病院を見学させて頂きました。こちらも，患者さんに遠方からでも是非来たくなるような病院作りをしてい
るのがよく感じられました。
現地の医学生たち
学生は皆，本当に優しく接してくれました。みんなの日常
会話はマレー語でされていますが，私たちに話題を振るため
に英語で話してくれたりとか，ショッピングセンターや市場
に積極的に誘ってくれたりとか，寮の部屋に招いてもらって
鍋会もやってもらったりといろいろお世話になりました。最
終日には，彼らの学年打ち上げと兼ねて，私たちの送別会も
開いてくれました。
本当に彼らには助けられたし，楽しい思い出も沢山作って
もらいました。
・イスラムとの出会い
彼らはほとんどが私たち日本人にはあまりなじみのない，
イスラム教徒（ムスリム）であり，彼らも日本ではあまりメ
ジャーではないことを知っていたので，色々とイスラム教に
ついて教えてくれました。
・観光（休日の過ごし方）
休日は，ほとんど観光していたのですが，具体的には，現
地の学生達に案内してもらって，マレーシアで有名なモスク
を見学しにいったり，ショッピングモールまで買い物に行っ
たり，映画を見に行ったり。あとは，我々日本人だけでマ
ラッカにも旅行に行ってきました。
また，５月というのは現地では結婚式のシーズンだそう
で，滞在中に同級生のお兄さんの結婚式に参加させて頂くこ
とも出来ました！そして，別の同級生の婚約式！にも参加させて頂くことができました。
持って行ったもの
iPad（教科書類はこの中に），電子辞書，お土産，猛暑に耐えられる格好，プレ内の勉強道具，度胸
まとめ
１か月の実習は振り返ってみると本当に短かったなと感じます。現地で過ごしている間に目的としていた
英語の勉強は多分出来ましたし，現地の友人も沢山作ること
ができました。戻ってきてからも Facebook などでやりとり
をしています。卒業までにもう一度会おうという計画もあり
ます。このようなすてきな経験を作る機会を下さった山城先
生，Prof. Nasimul，その他関わって下さった大勢の皆様に
は心より感謝しています。本当にありがとうございました。
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